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定　　額制のネット配信サービスが増えてきました。音
楽に映画、雑誌など各サービスのラインナップを見る
と、「時間が足りない！」と思わせられるほど、魅力
的なコンテンツが目白押しです。
　そんな中でも、最近特に驚いたのが音楽の定額制
サービスです。無料期間だからと利用し始めたのです
が、それ以来、CDを買いに行く機会が減りました。
その一番の理由は、ジャンルの古典といわれる曲のラ
インナップの多さです。ディスクガイドを片手に検索
すれば、特定ジャンルの音楽を一気に網羅できます。
また、初心者用のプレイリストも充実し、新譜も多く、
店舗特有の店員さんのおすすめやランキングなども補
完できるほどです。
　近年、CDが売れなくなったと言いますが、レコー
ドが売れ、野外の音楽イベントは盛り上がりをみせて
いるといいます。今後、定額制配信サービスの普及に
よって、コンテンツが身近になればなるほど、物とし
ての質感やイベントなど、より愛着を持った付き合い
方が拡がっていくのかもしれません。� （M.T）

　　年の東京国際映画祭で「ガメラ」が上映されまし
た。この映画は何作品かありますが、1995年公開のも
のが素晴らしいと思います。
　東京の日常風景と怪獣の襲来というフィクションが
上手く調和していました。怪獣がJR御茶の水駅で中央
線を襲う様子や産卵のために東京タワーを目指して東
京の街をすすむシーンなど、普段見慣れた景色だけに
とても印象的でした。
　その御茶ノ水駅ですが、現在工事中で、完了後には
駅も周辺も様変わりするそうです。さらに、東京全体

が2020年までに大きく変わるため、映画の中の東京は
見慣れないものになってしまうかもしれません。
　2020年は東京五輪開催の年です。開催に向けて、す
でにさまざまな取組みが進行しています。
　本誌11月号でもそのような取組みを取り上げていま
す。
　Company�Nowでは海外からのビジターを意識したア
プリの開発を、期待のRaiserでは東京の無電柱化につ
いて紹介しています。新しい東京の姿はどのようにな
るでしょうか。� （M.K）

　　誌の巻頭記事でWi‒Fiを使ったソリューションを
紹介しているが、最近のポータブルHDDの進化は著し
く、PCやスマホ端末にストレージとして接続する方
法にWi‒Fiを活用したものが出てきた。Wi‒Fiであれ
ば、データ伝送速度も申し分なく、フルHD画質の動
画でも難なく再生できる。ありそうでなかった目の付
け所がいいデバイスだ。
　また動画ファイルのほか、音楽や写真等のファイル
も扱える。ストレージ容量は500GB、１TBの２種類
と大容量のため、スマホ本体にはアプリしか入れない
なんて使い分けも可能だ。
　動画連続再生最大12時間は伊達ではなくバッテリの
もちもいいし、同時接続最大８台まで…を確認するの
は難しいまでも、スマホとタブレット計３台で違う動
画を同時再生しても、コマ落ちせず綺麗な画質で再生
してくれた。バッテリ容量も3020mAhと大きく、モバ
イルバッテリとして緊急時にスマホを充電することも
可能だ。どれだけ進化するんだ！と今後の展開に期待
のデバイスにぞっこんの今日この頃である。� （Y.H）
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